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はじめに1

　私たちの生活を支えるライフランとして道路内に埋設さ
れている上下水道、電力、ガス、通信等の機能を確保
しながら、地上の交通への影響を最小限とする必要が
ある都市部の下水道工事では、推進工法などの非開削
による工事を採用することが非常に多くなっています。
　推進工法の設計において、平面線形、縦断線形を
決定するうえで重要な構成要素として、発進・到達立
坑の占める割合は大きく、施工上の制約となることも多い
です。
　推進延長や、曲線施工、障害物除去等の施工法ば
かりに目が行きがちですが、推進工法を施工する際に重
要な検討事項のひとつである立坑に関連する見落としが
ちな事項について書いてみたいと思います。
　今回、例として挙げる項目は、どれも「事故物件蒐集
家」である筆者が過去に経験、もしくは直接聞いた真
実に基づく事例であり、決してフィクションではありません。

立坑に関する見落としがちな部分2

2.1　両発進の場合の坑口を考慮した立坑長
　発進立坑を検討する際に、多くの場合は（公社）日本下
水道協会の「推進工法の指針と解説」や「下水道用
設計積算要領」、（公社）日本推進技術協会の「推進工

法用設計積算要領」などの立坑寸法を参考に形状を
決定すると思います（図−1）。

　ここで見落としがちなのが、両発進立坑の場合に、
推進方向を反転させた際の坑口コンクリート寸法が不足
することです。特に、少し角度がついている場合は、坑
口コンクリート部の形状が平面的に見て台形になり、立
坑の長さ方向寸法が不足する場合があります。
　だいたいの場合は、寸法に余裕があるため現場で何
とか対応してもらえることが多いのですが、昨今の路上
での下水道工事では、ただでさえカツカツの立坑寸法で
工事をしなければならない場合が多いため、可能な限り
立坑寸法に反映しておく方が良いでしょう。
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図−1　密閉型推進工法の発進立坑標準図（鋼矢板）（参考）
出典：「下水道推進工法の指針と解説 －2010年版－（公社）日本下水道協会」
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2.2　斜め推進のときの立坑形状
　前述の両発進の場合と関連しますが、両発進立坑の
場合の立坑寸法は発進方向の角度を考慮して立坑の
幅方向や長さ方向を調整する必要があります。ライナー
プレート立坑の場合も同様に、角度に応じて立坑形状を
大きくする必要があります（図−2）。
　立坑内の各設備配置寸法から立坑寸法が決定され
ています。その中に支圧壁の厚みについても記載されて
おり、その寸法で支圧壁の配置を検討することになります。

　この場合、支圧壁は小判型のライナープレートの円形
部分に作ることになりますが、両発進立坑の推進工法に
角度がついている場合、支圧壁に鉛直方向の反力が
かけられず支圧壁が動いてしまったことがありました。
　筆者は過去に刃口式推進の設計をした際に、工事発
注後に発注者から「支圧壁がジャッキの反力でライナー
プレートの円弧部に沿って回転してしまった!」と言われ、
「・・・（沈黙）」となった経験があります。（工事の施
工上の問題のような気がしますが…）

図−2　発進立坑寸法（ライナープレート）の例　出典：「推進工法用設計積算要領 泥濃式推進工法編 2021年改訂版（公社）日本推進技術協会」
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